
1 

 

 まちづくり懇談会議事録 

 

日 時：令和 3年 11月 12日（金）18：30～19：58 

場 所：雨煙別公民館 

出席者：6人 

 

１. 開会  

 

２. 町長挨拶 

  ※配付資料確認および日程説明 

 

３. 懇談 

（１）第７次総合計画の策定について（別紙１・２参照） 

（２）自由懇談 

 

４.その他（情報提供） 

（１）国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の減免について（別紙３参照）  

 

５.閉会 

 

≪懇談内容≫ 

【自由懇談】 

町民：栗山駅が無くなるということはないのか。かなりの赤字路線だと思うが、今後どうな

っていくのか。 

町長：現在、なんとか室蘭本線を維持していこうということで、岩見沢市、苫小牧市、栗山

町、由仁町、安平町の 2市 3町で協議会を作って、利用促進のために色々な取り組みをし

ているところです。例えば子ども達の乗車体験。そして各駅にいろんな PRコーナーを設

けたり、ツアーを組んだりと、なんとか路線を残してきたいということで今、精力的に取

り組んでいます。ただ室蘭本線は、維持困難な路線と指定されている中では、赤字も大き

い方であるとのことです。約十数億の年間赤字がありまして、JR の方には国からかなり

の手厚い支援が今回入りましたので、ここ何年かの間に無くなるということはないかと

思いますけれども、これから先さらにまた赤字が続くとなれば、廃止などの議論が出てく

る可能性はあります。ただ、あそこは JR貨物が走っている路線で、旭川と苫小牧を結ぶ

重要な貨物路線でもあるので、路線そのものが無くなるということは無いかと思ってい

ます。ただ乗客を乗せる列車については、今後少し心配かなというところであります。や

はり現在、マイカーが中心ですけれども、これからどんどん高齢化が進んでいく中で、や

はり地域公共交通というものを維持していかなければならないということで、なんとか

その 2市 3町で協力して利用促進を図って、路線維持に努めてまいります。 

町民：人口減少が続いた場合、近隣市町との合併などは考えているのか。 

町長：平成の大合併の際に 2回ほど南幌・由仁町との合併の話が出まして、東さっぽろ市と

いう新しい町の名前まで決まって、ある程度まとまったところまでいって、残念ながら南
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幌町の住民投票で反対となって頓挫したという経緯があります。現在それぞれの町が単

独でなんとかやっていこうと動いているところですので、この 4，5年で合併ということ

は無いと思います。ただこれからの 10年 20年を考えた場合、人口減少が進み、それぞれ

の町が住民サービスを維持できるかという段階になった際には、以前のように国からで

はなく自治体が主導して合併を検討する時期が必ず来ると思います。 

町民：先日、職員の横領があったが、なぜ 1年もの間気づけなかったのか。 

町長：日々の入金におけるチェック体制がずさんであり、結果的にこのような事態を招いて

しまいました。町民の皆様の信頼を裏切ってしまい、大変申し訳ございません。横領をし

た職員の行為はもちろん許されるものではありませんが、それを見過ごしてきた、チェッ

クできていなかった上司含め、我々の監督責任も含めて、深く反省をしているところでご

ざいます。信頼回復には相当なお時間をいただくことと思いますが、職員一同改めて身を

引き締めて公務執行に努めてまいります。 

町民：栗山赤十字病院の改築は、現在の敷地内に建て直して、新しいものが経ってから古い

方を解体するという認識で間違いないか。 

町長：現在の病院の敷地内、裏側の方に建て直すということになります。完成したところで

そのまま移るということになりますので、病院が休みになるということはありません。 

町民：診療科数は変わらず継続するということだが、現在だと〇〇科は何曜日だけというよ

うな形で限定されているので、受診したい科をすぐに受診できないことも多い。そのあた

りは何か改善されるのか。 

町民：それと併せて、子どもの医療費助成について、受診できる時間が学校の時間中しか無

かったりして、結局町内で受診できないことがある。個人病院がある科ならいいが、皮膚

科などは結局町外に行かなければならず、町からの補助が受けられない。これは改善しな

ければならないのではないか。 

町長：今、栗山赤十字病院に無い診療科について、町民の皆様からも建て替えに際して新設

してもらえないかとご要望いただいております。今仰られたように、週に 1 回 2 回しか

やっていない診療科もありますが、なかなかそこを全部網羅することは難しいというこ

ともあるので、まずは今の現状の診療科と診療体制を継続していきながら、これからも引

き続き診療科の充実も含めて、病院の経営にも関わるところですので、栗山赤十字病院と

連携しながら検討していきたいと思います。さらに子どもの医療費の無料化の関係につ

いても、学校が終わってから行っても終わっているというお声も多数いただいておりま

す。これも引き続き栗山赤十字病院と協議していきます。 

 

19：58 閉会 


